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日本とインドの出資比率50/50の合弁会社

川崎市アジア起業家村構想 認定企業

� 川崎市川崎区南渡田1-1 京浜ビル2階 G06室 TEL: 044-742-8138

特定労働者派遣事業許可 - 特14－303139

� 資本金 1200万円

� 経営陣

代表取締役 ＣＥＯ 野口友康

代表取締役 ＣＴＯ Dr. シー・マディアズハガン（インド MK テクノロジー 代表)

� 事業内容

技術者紹介・派遣サービス（CAD及びＩＴ系に特化）

オフシォア・オンシォアソフト開発（CAD)
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経営陣略歴経営陣略歴経営陣略歴経営陣略歴

野口友康野口友康野口友康野口友康

青山学院大学経営学部卒

ロイタージャパン入社。以後営業、マーケティングを経て、1999年ロイター英国

本社戦略企画部勤務。2001年ロイター、マルテックス、東洋経済の合弁会社

マルテックス・インベスター・ジャパン設立。代表取締役に就任。2003年ロイター

メディア事業部ゼネラルマネジャー、金融法人営業部長を経て。2008年インドとの

合弁会社マーケットアイを設立。代表取締役CEOに就任。

Dr. シー・マディアズハガンシー・マディアズハガンシー・マディアズハガンシー・マディアズハガン

インド インティテュート オブ サイアンス バンガロー エンジニアリング博士号。

アンナ大学 テクノロジー 修士課終了。 文部省のフェローとして東京工業大学留学教育

センター日本語研修終了。長岡技術大学 研究生。

1996年 ハイテック社（名古屋）入社。同インド支社 ゼネラルマネージャー兼任。

2001年 インド MK テクノロジー設立（オートデスク公認開発業者）代表取締役社長就任

2008年 マーケットアイ株式会社 代表取締役CTOに就任
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インドのインドのインドのインドのR&DR&DR&DR&Dと人材についてと人材についてと人材についてと人材について

インドは多国籍企業にとって一番のR&D（リサーチ＆ディベロップメント）センターと

されている。特に、エンターブライズソフト、テレコミュニケーション、ネットワークの

分野である。 インドのオフシェアリングR&D市場は約100億円 （2008年）から

2012年には約214億円まで成長するとみられている。年平均成長率は約23%である。

この成長の理由は、多国籍企業が品質管理テストや簡単な開発から（米国・ヨーロッパの補完

的位置づけ）から現地でのレベルが向上した為、オーナーシップを与え、製品の開発に転換

した為である。

Software as a Service (SaaS), Service Oriented Architecture (SOA), オープンソース、クラウド

コンピューティウングなどの新技術のよりインド人の技術者のレベルが他国の技術者と対等

となった。

最近では、約30,000人のインド人技術者が米国より帰国したといわれ、彼らはデザインや

製品製造工程を経験してるので、技術レベルが高い。

Created by Tomo Noguchi, September 2008
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日本のビジネス環境日本のビジネス環境日本のビジネス環境日本のビジネス環境

日本では理工系大卒数が、減少傾向にある。‐1992年60万人から2007年30万人に。

その為、IT技術者の不足という状態が加速すると予想される。現在既に42万人のIT技術者

が不足していると言われている。日本では2005年に57万人のIT技術者がおり、インドでは

130万人がいるといわれている。2015年には日本の技術者68万人に対してインドでは

300万人までIT技術者が増加すると予想される。

我国政府も経済財政諮問会議において高度な技術をもつ外国人の受け入れ姿勢の整備を

検討している。 また、日本企業は国内の技術者不足を補う為に、アジアで技術者の大量採用

を計画している。 （日経新聞1月28日・2月1日）

インド人ＩＴ技術者派遣サービスとCAD市場
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CAD市場ニーズ

CAD・CAM・CAE2007年度市場規模は前年比10％超の成長により、

3000億円に突入。特に改正建築基準法により、土木・建築系CADの復調が目覚ましい。この為

現在市場では慢性的な人材不足と開発ニーズがある。ここ数年、自動車・建設業界だけに留まら

ず、機械設計や家電業界、アパレル分野までその需要は拡大している。それに比例して、

CADエンジニアの需要は高まっている。

市場規模

人材派遣に関して、現在84社のメーカーが国内にある。各社が平均20名のＣＡＤ・ＣＡＭ・ＣＡＥの

人材がいると仮定すると約1680名である。平均給与が年間600万円と仮定すると、市場規模は

約100億円である。開発については、3000億円の市場規模に対して、開発費が最低25％とした

場合で750億円規模である。
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(矢野経済研究所調査）



ＩＴ技術者派遣サービスＩＴ技術者派遣サービスＩＴ技術者派遣サービスＩＴ技術者派遣サービス

� 得意とする分野

エンジニアリング

モデリング・デザイニング

� 得意とするスキル

CAD/CAMカスタマイゼーション

エンベテッド ソリューション

ERPカスタマイゼーション

� 開発環境

C, C++, VC++,VB, C#, .NET

JAVA, ASP, ASP.NET

� ITトレーニングの実施(基礎、エキス

パート、パッケージ）

� 日本語トレーニングの実施

� 在留資格の取得
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オフショアオフショアオフショアオフショア////オンショアソフトウェアー開発オンショアソフトウェアー開発オンショアソフトウェアー開発オンショアソフトウェアー開発

� カスタムソフトウェアー開発

� ネットワークソリューション

� ERP – マイクロソフト テクノロジー

パッケージ仕様

� CADカスタマイゼーション

� エンベデッドソリューション

� Web 技術

� ASP .NET, J2EE,PHP

� フラッシュ, フラッシュスクリプト

� エンタープライズ ソリューション

� データベースデザインとインプリメンテーション

� MySQL, Microsoft® SQL, Oracle®

� ファンクション開発

� e ラーニング

� CBT

� WBT キット


